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構成学(シンセシオロジー)の論文分析による技術の社会導入に向けた方法論(II)	
 

	
 
○赤松幹之(産総研)、小林直人(早大)、岡路正博(チノー)、富樫茂子、原田晃、湯元昇（産総研）	
 

	
 

	
 
１．はじめに	
 

「シンセシオロジー(構成学)」は、研究開発の成果を社会で使われる形にするための、個別要素的な技術

や科学的知見の統合の実践に関する研究論文を掲載する学術誌であり、研究の目標とその社会的な価値、そ

こに至るシナリオ、そのための要素技術の選択と統合などが記述された論文が掲載されている。これらは個

別の研究開発の実践例であり、そこからそれぞれの研究開発におけるシナリオおよび統合プロセス構築にお

ける論拠を読み取ることができる。その論拠は読者である研究者の研究開発の進め方に参考になると考えら

れる。しかし個別の研究の実践例を並べただけでは、構成学としての知の形になるわけではない。これらの

研究論文の蓄積により構成的な研究方法についての知識が集積され、それらが社会に浸透してイノベーショ

ンに寄与することができれば、新しい型の論文誌として大きな役割を果たすことができると考えられる。構

成学の目的は研究開発のシナリオを構成するための方法論を構築することであるが、それが実現可能である

かも含め、まだ未知のことが多い。そこで、構成学としての第１歩としての実践例の積み上げが進められて

きたことから、次のステップとして、我々は研究開発における構成のパタン分類に着手した。小林らはシン

セシオロジー1 巻 1 号から 3 巻 4 号までの約 70 編の論文を対象として、各専門分野を背景として構成的研究

の方法を分析し、さらに共通的な方法論の抽出を試み、要素技術の構成方法の基本型によって研究開発実践

例を分類し、分野ごとの構成方法の特徴を示した[1]。本論文では、それに続いて、分野ごとの特徴の定量的

比較を行い、分野での研究開発の特性とその傾向との関係を論じる。さらに、シンセシオロジー誌に掲載れ

た論文の中には、研究開発によって得られた技術的成果のための構成についてだけでなく、それを社会に導

入するための実践についても記載されていることから、社会へ導入における構成の仕方の分類を行い、研究

開発対象の持っている性質と社会導入との関係について論じる。	
 

	
 

２．研究開発分野による構成的方法の特徴	
 

要素技術の構成の基本型として、①アウフヘーベ

ン型（二つの相反する命題を止揚し、新概念を創出

する方法）［3］、②ブレークスルー型（重要要素技術

に周辺技術を結合させ統合技術に成長させる方法）、

④戦略的選択型（要素技術を戦略的に選択し構成を

行う方法）、③螺旋型（第１種、第２種基礎研究、製

品化研究を行き来して技術を成長させる方法）の４

つを用いて（図 1）、分野ごとの研究開発事例がこれ

らのうちのどれに当てはまるかを検討した。これら

の構成方法の基本型は研究開発プロセス全体からみ

ると、要素的な研究開発の基本型であり、研究開発

プロセスはこの組合せからなっている場合が少なく

ない。そのために、小林らの論文の分類においては、

基本型の組合せたものも構成の型の一つとし、合わ

せて 10 個の類型によって分類した（本要旨集 2B03

参照）。	
 

しかしながら、定量的分析を行うためには、本研

究の対象とした論文の数では 10 の類型では多く、特

徴が見えにくくなる．そこで、
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